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（研究代表者）  

研究者の住所 〒1130033 文京区本郷 2-4-2-1101  

所属機関名 順天堂大学 

部署・職名 大学院医学研究科・教授 

氏名   谷川 武 (ﾀﾆｶﾞﾜ ﾀｹｼ)                

 

 

交付決定日及び文書番号：(令和) 5 年 2 月 28  日 厚生労働省発医政 0228第 1 号 

 

補助事業名       ：(令和)4  年度                補助金（ 厚生労働科学特

別研究事業） 

 

研究課題名 （課題番号）：長時間労働の医師への健康確保措置に関するマニュアルの改訂のための研究         

（    22CA2033   ） 

 研究実施期間          ：(令和) 5 年 1  月 16  日から(令和) 5 年 3 月 31 日まで 

                 （ 1 ）年計画の（1  ）年目 

 国庫補助金精算所要額 ：金  １，４３６，０００ 円也（※当該研究課題に係る総額を記載すること） 

（うち間接経費  254,000      円） 

 

 

  上記補助事業について、厚生労働科学研究費補助金等取扱規程（平成１０年４月９日厚生省告示第１３

０号）第１６条第２項の規定に基づき下記のとおり研究成果を報告します。 

 

記 

 

１．研究概要の説明 

（１）研究者別の概要  

所属機関・
部署・職名 

氏名 
分担した研究項目 
及び研究成果の概要 

研究実施
期間 

配分を受けた 
研究費 

間接経費 

順天堂大
学・大学院
医学研究
科・教授 

谷川 武 文献レビュー、コホートデー
タ解析 

成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

614,000 円 254,000
円 

千葉大学・
医学部付属
病院病院長
企画室・特
任講師 

亀田 義
人 

医師の wellbeingへの 
組織戦略レビュー 

成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

 0円 

日本医師
会・常任理

事 

城守 国
斗 

マニュアルの評価等 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

160,000 0円 

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 
厚生労働行政推進調査事業費 

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 
厚生労働行政推進調査事業費 



東北大学・
環境・安全
推進センタ
ー・教授 

黒澤 一 マニュアルの改訂作業 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

 0円 

東洋大学・
社会学部・
准教授 

榊原 圭
子 

文献レビュー 
マニュアルの改訂作業 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

40,000 円 0円 

慶應義塾大
学・総合政
策学部・教

授 

島津 明
人 

文献レビュー 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

200,000 円 0円 

日本大学・
医学部・教

授 

陳 和夫 文献レビュー 
マニュアルの改訂作業 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

160,000 円 0円 

北里大学・
医学部・教

授 

堤 明純 文献レビュー 
マニュアルの改訂作業 
成果：マニュアルの改訂 

 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日ま

で 

 0円 

産業医科大
学・産業生
態科学研究
所・教授 

堀江 正
知 

文献レビュー 
マニュアルの改訂作業 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

160,000 円 0円 

順天堂大
学・大学院
医学研究
科・教授 

和田 裕
雄 

文献レビュー 
マニュアルの改訂作業 
成果：マニュアルの改訂 

令和 5年
1月 16日
から令和
5年 3月
３1日迄 

12,000 円 0円 

 

  



（２）研究実施日程 

 

 

研究実施内容 

 

実    施    日    程 

 

4月 

 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

令和５年１月４日 第１

回研究班会議  

 

２月 27 日 第２回研究班

会議 
 

３月 13 日 第３回研究班

会議 
 

３月 23 日 第４回研究班

会議 
マニュアル統合 

         ●  

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

● 

 
（３）．研究成果の説明 

 
研究の目的：本研究は、健康確保措置マニュアルを改正医療法に即して改訂するとともに、長時間

労働を行う医師の健康に関連した最新の文献検索を行い、健康確保措置マニュアルに関わるエビ

デンスを更新することを目的とする。 
 
研究結果の概要：本研究では令和２年度に発出された長時間労働の医師への健康確保措置に関す

るマニュアルの改訂作業を行った。この間に新たに得られた知見を反映し、また、改正医療法の内

容や、面接指導実施医師養成講習会の内容を盛り込み、面接指導実施医師が面接の実務において参

照しやすいように面接指導の進め方クイックガイドも併せて作成した。 
 
研究の実施経過：令和５年１月４日 第１回研究班会議  
１，２月をかけて長時間労働の医師への健康確保措置に関するマニュアル第１版の内容について、

各担当者が最新のエビデンスを検索し、内容のアップデートを図る方針を決定。 
２月 27 日 第２回研究班会議 
各人のアップデート内容を統合、ページ数が多く、内容をコンパクトにまとめたものを作成するべ

きという意見が挙がった。 
３月 13 日 第３回研究班会議 
統合作業を進行し、また最小版を作成した。これらについて研究班の意見を伺った。面接指導の際

に傍らに置いて使用するにあたっては最小版のページ数はさらに少なくする必要があるという意

見があり、更なる改訂作業を行った。 
３月 23 日 第４回研究班会議 
内容について更に吟味を行った。最小版を面接指導の進め方クイックガイドとした。面接実施記録

の取扱いは、面接指導実施医師が判断するのは困難であり、各医療機関での取り決めに従って実施

することが望ましいという意見があった。 
以降電子メールを中心とした意見交換を実施し、マニュアルをまとめた。 
 
研究成果の刊行に関する一覧表：未刊行 
〇面接指導の進め方クイックガイド 
〇長時間労働の医師への健康確保措置に関するマニュアル改訂版 
 
研究成果による知的財産権の出願・取得状況：知的財産権は出願していない 
研究により得られた成果の今後の活用・提供：今後本研究成果を厚生労働省等を通じて提供し、
長時間労働の医師に対する追加的健康確保措置等の中で活用していく。 
 



別添３                                                   
                                                         

 
厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

 （総括・分担）研究報告書 
 

      長時間労働の医師への健康確保措置に関するマニュアルの改訂のための研究 
 

       研究代表者 谷川 武 順天堂大学教授 

  研究要旨 本研究では令和２年度に発出された長時間労働の医師への健康確保措置に関する
マニュアルの改訂作業を行った。この間に新たに得られた知見を反映し、また、改正医療法の
内容や、面接指導実施医師養成講習会の内容を盛り込み、面接指導実施医師が面接の実務にお
いて参照しやすいように面接指導の進め方クイックガイドも併せて作成した。 

 

 
   ２月27日 第２回研究班会議 

各人のアップデート内容を統合、ページ数が多
く、内容をコンパクトにまとめたものを作成す
るべきという意見が挙がった。 
３月13日 第３回研究班会議 
統合作業を進行し、また最小版を作成した。こ
れらについて研究班の意見を伺った。面接指導
の際に傍らに置いて使用するにあたっては最小
版のページ数はさらに少なくする必要があると
いう意見があり、更なる改訂作業を行った。 
３月23日 第４回研究班会議 
内容について更に吟味を行った。最小版を面接
指導の進め方クイックガイドとした。面接実施
記録の取扱いは、面接指導実施医師が判断する
のは困難であり、各医療機関での取り決めに従
って実施することが望ましいという意見があっ
た。 
以降電子メールを中心とした意見交換を実施
し、マニュアルをまとめた。 
Ｄ．考察 
本研究班では、長時間労働を行う医師の健康

に関連した最新の文献検索を行い、健康確保措
置マニュアルに関わるエビデンスをまとめ、面
接指導実施医師養成講習会の内容と改正医療法
を踏まえてマニュアルの更新を行った。また、面
接指導実施医師が参照しやすいよう、面接指導
の進め方クイックガイドをまとめた。 
 研究班での議論では、最も重要な点として、面
接指導実施医師は必ずしも産業医経験が豊富な
医師ばかりでないことが想定され、面接指導対
象医師に健康リスクの存在が疑われる場合は産
業保健職につなぐことであるという意見が挙げ
られた。従前からの産業保健体制の充実や、各医
療機関が追加的健康確保措置の実施にむけて体
制を整えていくことが肝要と思われた。 
Ｅ．結論 
長時間労働の医師への健康確保措置に関するマ
ニュアルの改訂作業を行った。 
Ｆ．健康危険情報 なし 
Ｇ．研究発表   なし 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 なし 
   
 

 千葉大学   特任講師  亀田 義人 
日本医師会  常任理事 城守 国斗 
東北大学   教授   黒澤 一 
東洋大学   准教授  榊原 圭子 
慶應義塾大学 教授   島津  明人  
日本大学   教授   陳 和夫 
北里大学   教授   堤  明純  
産業医科大学 教授   堀江  正知  
順天堂大学  教授   和田  裕雄  

 

 
Ａ．研究目的 
本研究は、健康確保措置マニュアルを改正医療

法に即して改訂するとともに、長時間労働を行う
医師の健康に関連した最新の文献検索を行い、健
康確保措置マニュアルに関わるエビデンスを更
新することを目的とする。 

 
Ｂ．研究方法 
医療従事者の長時間労働に伴う心身への健康

影響等、長時間労働の観点から「ワーク・エンゲ
イジメント」「バーン・アウト」「睡眠障害」「慢
性睡眠不足」「生活習慣病」等に関する文献検索
と調査を行い、その内容、面接指導実施医師養成
講習会の内容と改正医療法を踏まえて、長時間労
働の医師への健康確保措置に関するマニュアル
の内容に反映させる。 

また、実際の面接時に活用できるよう、当該マ
ニュアルの要点をまとめた面接指導の進め方ク
イックガイドを作成する。 

（倫理面への配慮） 
  文献検索とマニュアル改訂作業を中心とした研究
であり、各倫理指針に該当しない 
Ｃ．研究結果 
令和５年１月４日 第１回研究班会議  
１，２月をかけて長時間労働の医師への健康確保措
置に関するマニュアル第１版の内容について、各担
当者が最新のエビデンスを検索し、内容のアップデ
ートを図る方針を決定。 
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	（２）研究実施日程

